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                                           【３月号】  平成 29 年 3 月 14 日 

                                     京都育成会事務局   Tel：075-812-1700 

                                                         Fax：075-812-1701 

ホームページ http://kyotoikuseikai.or.jp/ 

                                       メール: jimu@kyotoikuseikai.or.jp  

第２０回近畿手をつなぐ育成会連絡協議会 リーダー養成研修会報告 

日時  平成２９年２月１６日(木)  会場  ハートピア京都  参加者数 １１４名 

 

当日は寒さが一息ついた穏やかな日となり、スタッフ一同もホット一安心。 

開会挨拶の後、全国手をつなぐ育成会連合会久保厚子会長の中央情勢報告から始まりました。 

平成３０年４月に施行される「改正障害者総合支援法」について説明を受けました。 

自立生活援助サービスの創設、重度訪問介護サービスでは、利用者が入院した時も引き続き 

ヘルパーの利用が可能になり、介護保険サービスと障害福祉サービスが同一事業所で利用可 

能となり、介護保険料についても一定の高齢障害者に対し利用者負担を軽減、又、高齢化する 

障害者にとって重要な地域生活支援拠点事業については、これからも議論を重ね育成会からの 

意見発信が不可欠であると感じました。 

 さらに、成年後見制度利用促進委員会では、利用者がメリットを実感できる制度・運用に向け 

て全面的な見直しの必要が望まれます。今、問題視している、放課後デイサービスの質の向上 

（支援の経験者・有資格者の配置）の必要性についても、わかりやすく解説されました。 

 基調講演には 社会福祉法人 京都杉の木会 京北やまぐにの郷 施設長 廣幡顕一氏に「入 

所施設の昔と今～施設はどう変わってきたか・どうあるべきか」と題して、講演いただきました。 

 「京北やまぐにの郷」は、平成元年に開設された主に自閉症の方を支援する入所施設です。 

開所当初は、当時の基準による４人部屋や一同が集まっての食事等で混乱も多くあったようで 

す。その後体育館と作業棟が併設され、生活の場と仕事の場が分離されたこと、４人部屋を減 

らし 2 人部屋と個室に改装され、利用者が５つのグループに分かれて生活するようになって落 

ち着きが出てきたそうです。広いグループルーム内では、それぞれが好きな場所で食事をし、 

休憩時間を過ごしています。仕事の場でも、一人ひとりの特性に合った環境を整理することで 

スムーズな作業につながっています。個人を尊重して生活することの大切さを感じました。  

最後に施設の立場から、入所施設を検討されている方に向けて実のあるアドバイスをいただ 

きました。本人の高齢化・機能低下を考えると施設入所支援も選択肢の一つになるでしょう。 

 午後からのワークショップでは、「本人の暮らしの場について考える」をテーマに、時間制約の 

ある中でたくさんの話し合いが出来ました。約 1時間のワークショップの後グループ発表を聞い 

て、それぞれに話し合いの中心になった事柄が違いたいへん興味深いものでした。共通した話 

題として出たのが、ＧＨ利用や費用のことです。やはり関心の高さを感じます。ショートステイの 

利用や余暇の過ごし方等いろいろ体験されている発表を聞きながらも、本人の思いを周りの人 

がどれだけ汲み取れているかを考えると、もう一歩踏み込んだ話し合いがしたくなりました。 

 時間が少し延びましたが、次回開催地の 神戸市手をつなぐ育成会会長 後藤久美子様の 

ご挨拶で閉会しました。                           （報告；寸田副会長） 
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[無料電話・メール相談等本部受付件数]  

≪2 月 相 談 件 数≫ 

療育 7 件  施設 4 件  その他  19 件  

うち来所面談 1 件   

 

4 月の法律相談  9:00～12:00 

15 日（土）  担当弁護士 未定 

 要予約 TEL 812-1711  

当番の相談員（２～３人）もいます。  

お気軽にお越し下さい 

 

 

 
 

会員見学研修会の報告 

 ２月２０日（月）本能寺会館前に、９時20分 

集合で、出席者３７名が集まり、ちょっと時間 

オーバーでしたが、バスにて京北町の社会福祉 

法人 京都杉の木会の『やまぐにの郷』を目指し 

て出発しました。 

 この施設は、自閉症を持つ人達の御家族のたっ 

ての願いで、自閉症に合った指導を個人の個性を 

活かし充実した生活が送れるように、という目的 

で設立されました。 

 この日は春一番が吹くとはいえ風冷えで、道の周りに雪が残り、昼から雨の予報が少し早め

に降り出しましたが、施設内では暖房して到着を待ってもらい、施設長さんや指導員さんの丁

寧な説明を受けました。 

 お昼過ぎに、道の駅「ウッディ京北」で食事を取り、「しゃくなげ作業所」とグループホー

ム「やちよ荘」に向かいました。就労継続支援Ｂ型の作業所では、自主製品が充実していろい

ろな仕事が作り出され、定員２０名のところ２５名通所されているそうです。グループホーム

は、この作業所に通所されている方の日常生活をサポートする生活の場でした。 

 この京北町の場所が、すべて右京区なのだと思い出しながら帰途につきました。しっかりと

地に足のついた場所が見られてよかったと思います。   （報告；研修担当理事 橋本） 

 

                     

 

第 19 回 ふれあい育成まつり 

                   平成29 年 4 月 23 日（日） 10：00～15：00 

      みやこめっせ 1 階       

        

バザー・お取り寄せ・模擬店 

イベント・福祉施設より出店 

 

交通系ⅠＣカードによる介護付き障害者割引の実施について（通知） 

「スルットＫＡＮＳＡＩ」特別割引カード 平成２９年３月３１日販売終了 平成２９年８月３１日利用終了 

に伴い、特別割引用ⅠＣカードに変更されます。 

別紙 特別割引用ⅠＣカードのご案内をご覧下さい。 

 

入場無料 
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★ 山科工房 

16   東総合支援学校コーヒー販売 

★ 西大路工房 

16   職員会議 

★ 伏見工房 

3    お別れ会 

13   健康診断 

★竹屋町工房 

22   竹屋町職員研修会 

25   ニッセン本社定期清掃 

 

 

 

 

 

 

中京   3/26   お茶会 

            於；京都障害者スポーツセンター 

左京   3/16   学習会 

                於；左京総合庁舎 

南    3/20   ボウリングと昼食会 

                於；キョウイチ 

西京   3/5    卓球バレー練習 

                於；コープパリティー            

山科   3/11   料理のつどい 

            於；山科青少年活動センター 

       3/19   手芸のつどい 

            於；ＮＰＯ法人わくわく事務所 

             

 

                於；伏見区総合庁舎 

      

             

 

    

           

 

 

  

 

【２月活動報告】         【２月工房だより】 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【支 部 だ よ り】 

 

                     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１   組織委員会 

２   税務指導、所長会議 

４   法律相談、役員例会  

５   青年学級お茶会 

６   近畿ブロック連絡協議会役員会 

８   厚生委員会 

９   近畿ブロックリーダー養成研修会打合せ 

    工房運営委員会、コールいくせい練習 

１０  研修委員会 

１１  アビリンピック京都大会 

１４  文化委員会 

１５  正副支部長会 

    ほほえみ広場２０１６実行委員会 

１６  近畿ブロックリーダー養成研修会 

１８  法律相談  

１９  青年学級指導者：国立京都国際会館下見 

２０  会員見学研修会 

２２  相談員連絡会・研修会 

２３  本人（家族）部会 

    コールいくせい練習 

２４  全国大会実行委員会：国立京都国際会館下見 

２６  オールディーズ・ライブコンサート 

２８  税務指導、組織委員会 
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・・・青年学級だより・・・ 

2月 5日（日）恒例の春節（お茶会）を梅小路（みどりの館）で村田・吉川両先生指導で開催致しまし

た。練習無しでの「お茶を立てる」・・・・は難しく？ 

「昨年の反省を踏まえ今年は皆様には本物の（美味しい）お抹茶と和菓子を戴いてほしい」との思いで水

屋での点出しで振る舞う事に致しました。 

29年度日曜教室に『文化学習会（初心者の茶道教室）』の時間を設け個々に（お茶を立てる、作法を学

ぶ）勉強会を開催致します。 

26日開催の英語を楽しもう（Let's enjoy speaking English）での講師をして下さる LIZ PATRICKさんを正

客様として招き日本文化を体験して貰いました。 

 

『早春の一日、生憎の雨降りと成りましたが梅小路公園の緑の館でのお茶会が催されました。 

茶室の入り口で座って挨拶をして入席し、床の間の“一期一会”のお軸と、ほんのり赤い顔を出した“寒

椿”が生けてあり閑静なお部屋で凜とした心の一時を送る事が出来ました。 

今年は熱い美味しいお抹茶を水屋でたてて頂き、お菓子は梅の蕾がふくらみ始めた様子の“梅が香”で楽

しみました。普段、椅子の生活であろう人達も、ご挨拶の時はきちんと正座して感謝の気持ちを表してく

れました。今年はお客様のなり方のお稽古をして、その時々の言葉を習いました。 

皆さん、いい顔をして退席して行かれました。』・・・お茶会指導 村田尚子 

  

英語を楽しもうでは、「LIZ」さんから初めてのお茶会招待で日本文化を楽しく体験させて頂いたお礼か

ら始まり出身母国の紹介、日本のお札は和紙で出来ていますが、カナダのお札はプラスチックで出来てい

ると本人達にサンプルを触れさせて紹介、又ゲームキャラクターの「ポケモン」を日常使い慣れた英語を

交えゲーム感覚で楽しく進めてくださいました。 

武智・橋本先生からは「LIZ」さんに本人達に英語での自己紹介が出来るように、スクリーンに投影された

英語を個々に合わせて指導されました。 

中には、英語・日本語・英語と流暢に使い分けそれなりに自己紹介をしておりました。 

 

今年も塩貝先生に教育委員会への ALT（外国語指導助手）の先生の手配等お世話になりありがとうござ

いました。少しでも本物の日本の文化、心に触れて欲しいとの思い、美味しい『和菓子・お抹茶』ありが

とうございます。 

床の間の“一期一会”の軸と“寒椿”と毎年、吉川艶子様 吉川吏亜様にはお世話に成りありがとうご

ざいます。                            青年学級担当理事 小谷・上田 

 


